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（要旨）	
　 がん細胞は正常細胞とは異なる代謝活動を行うことが知られている。代謝リプログラミングと総
称されるこの現象は、がん細胞の生存・分裂に必要なエネルギーの産生やタンパク質・核酸など

の生体高分子の供給に重要であり、がんが体内で生き延びるための重要戦略のひとつと考えら
れるようになった。一方、良性腫瘍や前がん状態から悪性度の高いがんへと進行する過程で代

謝リプログラミングが起こるのか、また機能的に重要なのかについては未だ明らかではない。 
   私たちは最近、慢性骨髄性白血病の悪性化に伴って分岐鎖アミノ酸(BCAA)の産生が亢進す
ること、アミノ酸代謝酵素BCAT1の発現が活性化することを見いだした。またBCAT1の機能阻害

によりヒト白血病細胞の増殖およびマウスモデルでの白血病発症が阻止できることがわかった。
一方で、BCAT1は正常造血細胞には殆ど発現しておらず機能的にも必須ではなかった。これら

の結果は、がん特異的なBCAT1活性化による代謝リプログラミングが白血病の進行を制御する
ことを示している。造血器腫瘍以外のがんにおけるBCAA代謝経路の機能を含め、がん進行を抑
止できる新たな治療標的としてのアミノ酸代謝経路の可能性について議論したい。	
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